
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年度第３回年次大会 

参加申込受付中 
＜日 時＞ 2025年 8月 9日(土)10時～16時 00分 

＜場 所＞ 【午前】はまこら  【午後】プレスタワー 

＜参加費＞ 会員無料・一般参加者 1,000円（詳細は次ページ参照） 

Seirei International Education Society 

聖隷国際教育学会

学会通信 

第１１号 
２０２５年 

７月１１日 

年次大会 

２次案内 

時刻　

9:00

9:30 あいさつ　日程説明

口頭発表 分科会A（座長：二宮・渡邉）第１研修室 分科会B（座長：和久田・内山）第２研修室 分科会C（座長：太田・杉山）第３研修室

9：40～

菅井篤（聖隷クリストファー大学/東京学芸大
学大学院連合学校教育研究科）
「IBPYP教員養成における対話的な学びー
IBの重要な概念と小学校国語科指導に焦
点を合わせてー」

原崇智（聖隷クリストファー大学卒業生）
「暮らしと保育 ～ほいくらゼミの実践から
～」

9：55～

10：10～
鈴木光男（聖隷クリストファー大学）
「こどもの感性と創造性を育む五感をとおし
た美的経験によるアートプログラム開発Ⅲ」

髙橋 亮祐（ポーラスター）
「体幹よりも体感を〜感性・感覚・感情の育み
〜スポーツ運動あそびの実践知から」

渡邉拓真・杉山沙旺美（聖隷クリストファー
大学）
「実践力を育む模擬保育の方策ー学生の指
導計画立案能力向上へのアプローチー」

10：25～

10：40～

モーテン・J・ヴァテン、鈴木光男、太田雅
子、二宮貴之（聖隷クリストファー大学）
「一条校におけるアートを核にした国際バカ
ロレア教育PYPカリキュラムの構築」

寺岡勝治（一般社団法人学而会学びのいろは）
「教科学習の取り組みから見える軽度知的障
害児の認知構造」

佐藤公一郎（有限会社伸栄総合サービス　し
んえい保育園）
「多文化共生保育の実践事例」

10：55～

11：10～
松本義一（NPO法人フィリピノナガイサ）
「フィリピノナガイサの実践報告」

渡邊満昭（静岡市立中島小学校）
「特別支援学級担任は初めての自由進度学習
にどのように向かい合ったのか」

牧野亮平（地域課題リサーチャー）
「制度・地域は発達をどう支えるか ─ 地域
間比較に基づく教育・福祉接続の構造的視
点からの考察」

11：25～

11：35～

11：40～

12：10～

13：00～

13：30～

15：00～

15：30～

16:00

受付　　はまこら（浜松市市民協働センター ： 浜松市中央区中央１丁目１３−３）2階

内                                                              容

全体終了

移動・休憩

記念講演受付　プレスタワー17階ホール(浜松市中央区旭町11-1)

工藤勇一氏　記念講演「社会の変化とこれからの学校教育～主体性と当事者性～」開始
質疑応答

参加者交流

質疑応答　10分

質疑応答　10分

質疑応答　10分

昼食

総会

質疑応答　10分



 

会場案内⇒ 

 

午前：分科会 

はまこら 
浜松市市民協働センター 

浜松市中央区中央

1-13−3 

 

 

午後：講演会 

プレスタワー 
浜松市中央区旭町

11-1 



  



 


